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今
次
診
療
報
酬
改
定
は
前

回
に
引
き
続
き
２
度
目
の
６

月
施
行
と
な
っ
た
。
点
数
表

の
告
示
・
通
知
は
３
月
に
発

出
さ
れ
、
施
行
日
で
あ
る
６

月
１
日
ま
で
に
そ
れ
ら
の
訂

正
の
事
務
連
絡
が
３
本
、
疑

義
解
釈
資
料
送
付
の
事
務
連

絡
が
７
本
発
出
さ
れ
た
。
事

務
連
絡
が
発
出
さ
れ
る
度

に
、
医
療
機
関
は
改
定
準
備

の
た
め
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と

に
な
る
。
と
り
わ
け
特
徴
的

だ
っ
た
の
は
、
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
の
届
出
に
関
す

る
事
項
だ
ろ
う
。
３
月
に
発

出
さ
れ
た
告
示
・
通
知
で
は

本
年
３
月
３１
日
ま
で
に
当
該

点
数
の
届
出
を
行
っ
て
い
る

全
て
の
医
療
機
関
が
再
届
出

の
対
象
だ
っ
た
が
、
５
月
１

日
に
発
出
さ
れ
た
事
務
連
絡

に
て
い
わ
ゆ
る
「
注
１６
」
に

該
当
す
る
医
療
機
関
に
限
定

さ
れ
た
。
届
出
の
準
備
を
進

め
て
き
た
医
療
機
関
か
ら

は
、
混
乱
と
当
惑
の
問
合
せ

が
協
会
に
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。
告
示
・
通
知
の
事
項
が

事
務
連
絡
で
大
き
く
方
針
転

換
す
る
と
い
う
の
は
、
果
た

し
て
行
政
文
書
と
し
て
正
し

い
姿
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
従
前
の
「
在
宅
緩

和
ケ
ア
充
実
診
療
所
・
病
院

加
算
」
か
ら
移
行
し
た
「
在

宅
医
療
充
実
体
制
加
算
」
は
、

届
出
事
項
の
計
算
に
必
要
と

な
る
対
象
期
間
が
５
月
２９
日

の
疑
義
解
釈
で
よ
う
や
く
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
改
定
施
行

と
同
時
に
算
定
を
始
め
る
場

合
は
６
月
１
日
ま
で
に
地
方

厚
生
局
に
届
出
が
受
理
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
、
あ
ま
り
に

も
瀬
戸
際
の
発
出
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
来
、
告
示
・
通
知

の
発
出
時
点
で
掲
載
さ
れ
て

然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

訂
正
や
疑
義
解
釈
の
事
務

連
絡
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
は

否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
限

度
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
に

は
襟
を
正
し
て
、
告
示
・
通

知
を
発
出
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

一
方
で
、
通
院
・
在
宅
精

神
療
法
の
「
精
神
保
健
指
定

医
以
外
が
行
う
場
合
」
に
設

け
ら
れ
た
施
設
基
準
（
①
２０

年
以
上
の
精
神
医
療
の
経

験
、
②
精
神
医
療
に
係
る
行

政
事
業
へ
の
関
与
等
―
の
両

方
を
持
つ
）
は
、
告
示
・
通

知
の
発
出
後
、
精
神
科
会
員

の
要
望
も
あ
り
、
協
会
と
し

て
厚
労
省
と
懇
談
し
是
正
の

要
請
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

５
月
２９
日
に
発
出
さ
れ
た
訂

正
事
務
連
絡
に
よ
り
、
僅
か

ば
か
り
だ
が
改
善
が
見
ら
れ

た
。
改
定
前
に
不
合
理
を
是

正
し
た
点
に
つ
い
て
は
評
価

し
た
い
。

　

今
後
も
事
務
連
絡
は
五
月

雨
式
に
発
出
さ
れ
る
。
保
険

医
協
会
で
は
会
員
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

不
合
理
な
点
は
こ
れ
か
ら
も

是
正
を
要
求
し
て
い
く
。
会

員
の
先
生
方
に
は
、
今
後
も

情
報
提
供
、
問
題
提
起
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

事
務
連
絡
の
乱
発

   

行
政
文
書
と
し
て

正
し
い
姿
か

毎
年
８
月
末
ま
で
の
届
出
が
必
要

毎
年
８
月
末
ま
で
の
届
出
が
必
要

届
出
様
式
に
変
更
あ
り

届
出
様
式
に
変
更
あ
り

光
デ
ィ
ス
ク
請
求
の
継
続

光
デ
ィ
ス
ク
請
求
の
継
続

め
て
触
れ
て
い
る
点
は
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
。

　

な
お
、
移
行
で
き
な
い
理
由

の
設
問
に
は
、
選
択
肢
を
回
答

す
る
だ
け
で
な
く
「
特
に
困
難

な
事
情
」
の
内
容
に
つ
い
て
記

載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
協
会

は
昨
年
ま
で
に
、
▽
レ
セ
プ
ト

の
件
数
が
少
な
く
、
今
後
の
費

用
負
担
な
ど
経
営
上
の
理
由
で

の
導
入
困
難
、
▽
対
応
で
き
る

知
識
や
人
材
が
確
保
で
き
て
い

な
い
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
不
安
か
ら
の
導
入
困
難
―
等

の
具
体
的
文
例
を
示
し
て
い
た
。

郵
送
は
２
カ
所
に
提
出

　

届
出
の
提
出
は
、
原
則
と
し

て
「
医
療
機
関
等
向
け
総
合
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
内
の
申
請
フ

ォ
ー
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

行
う（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。
や

む
を
得
ず
紙
媒
体
で
提
出
す
る

場
合
は
、
支
払
基
金
と
国
保
連

合
会
の
両
方
へ
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
。

【
郵
送
に
よ
る
提
出
先
】

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

事
業
統
括
部
事
業
サ
ポ
ー
ト
課

　

〒
１
０
５
‐
０
０
０
４

東
京
都
港
区
新
橋
２
丁
目

１
番
３
号

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会

　

〒
２
２
０
‐
０
０
０
３

横
浜
市
西
区
楠
町
２７
番
地
１

　

診
療
報
酬
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
請
求
命
令
（
省
令
）
に
よ

り
そ
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
２２
年
１１
月
３０
日
の
改
定
で

光
デ
ィ
ス
ク
の
取
り
扱
い
は
経

過
措
置
と
し
て
附
則
に
定
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
則
か
ら

は
外
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
１０
月
以
降
、
光

デ
ィ
ス
ク
（
Ｃ
Ｄ
等
）
に
よ
る

診
療
報
酬
請
求
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
１
年
ご
と
に
「
猶
予

届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
２６
年
１０
月
以
降
も
引
き

続
き
光
デ
ィ
ス
ク
で
の
請
求
を

希
望
す
る
場
合
、
新
た
な
通
知

（
保
発
０
６
１
０
第
２
号
）
に

基
づ
き
、
２６
年
８
月
３１
日
ま
で

に
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
０
２
６
年
版
様
式

の
主
な
変
更
点

　

６
月
１０
日
付
で
発
出
さ
れ
た

通
知
に
よ
り
、
申
請
用
の
「
様

式
第
１
号
」
が
改
定
さ
れ
た
。

今
回
の
変
更
で
注
目
す
べ
き
点

は
、
現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
へ
移
行
で
き
な
い
理
由
と
し

て「
特
に
困
難
な
事
情
が
あ
る
」

を
選
択
し
た
場
合
に
、
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
実
施
の
有

無
」
を
回
答
す
る
項
目
が
追
加

さ
れ
る
な
ど
、
医
療
機
関
の
状

況
が
よ
り
詳
細
に
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
導
入
し
た
全
て
の
保
険

医
療
機
関
・
薬
局
が
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
へ
移
行
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
今
回
の
様
式
変

更
は
そ
の
方
針
を
よ
り
具
体
化

さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

通
知
で
も
、
有
効
な
届
出
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
光
デ
ィ
ス
ク

請
求
を
継
続
し
た
場
合
、
審
査

支
払
機
関
か
ら
移
行
を
促
す
連

絡
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

時
期
を
定
め
て
請
求
が
返
戻
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
改

第
７１
回
定
時
総
会
決
議

　

長
年
の
低
診
療
報
酬
政
策
と
昨
今

の
物
価
・
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
、

医
療
機
関
経
営
は
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
中
東
情
勢
の
緊
迫

が
重
な
り
、
更
な
る
物
価
高
騰
と
医

療
資
材
の
供
給
不
足
が
生
じ
、
医
療

機
関
経
営
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
度
の
閉
院
・
廃
院

数
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
地
域
医

療
の
崩
壊
が
現
実
味
を
増
し
て
き

た
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
は
医
療
界
が

一
致
団
結
し
、
３０
年
ぶ
り
の
本
体
プ

ラ
ス
３
％
台
を
実
現
し
た
が
、
我
々

が
求
め
た
１０
％
以
上
の
プ
ラ
ス
改
定

に
は
程
遠
く
不
足
感
は
否
め
な
い
。

ま
た
、
改
定
率
の
内
訳
は
賃
上
げ
分

１
・
７
％
、
物
価
対
応
分
０
・
７６
％

な
ど
細
分
化
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
使

途
が
限
定
さ
れ
、
医
療
の
充
実
分
は

実
質
プ
ラ
ス
０
・
１
％
し
か
充
て
ら

れ
て
い
な
い
。
更
に
、
年
々
診
療
報

酬
が
複
雑
化
さ
れ
、
事
務
負
担
増
大

で
医
療
に
向
き
合
う
時
間
が
奪
わ
れ

て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
地
域
医
療

は
、
初
診
患
者
の
８
割
、
外
来
患
者

の
７
割
を
診
る
診
療
所
と
、
病
院
が

連
携
し
「
面
」
と
し
て
支
え
て
い
る
。

地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
基
本
診
療
料
等
の
大
幅
引
き
上

げ
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
ま
た
、

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
物
価
高
騰

と
医
療
資
材
の
供
給
不
足
に
対
し
て

は
、
医
療
機
関
へ
の
緊
急
の
財
政
支

援
が
必
須
で
あ
る
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
や
マ
イ
ナ
保
険
証
で
翻
弄
さ

れ
た
上
、
電
子
カ
ル
テ
の
義
務
化
方

針
が
重
な
り
、
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
で
き
な
い
と
し
て
閉
院
を
す

る
医
療
機
関
が
出
て
い
る
。
地
域
医

療
の
重
要
な
担
い
手
に
引
退
を
決
断

さ
せ
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。　

　

国
民
生
活
に
目
を
向
け
る
と
、
実

質
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い
付
か

ず
、
富
裕
層
と
中
間
層
以
下
の
経
済

格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
も
関
わ
ら
ず
、
患
者
・
国
民
の
受

療
権
を
脅
か
す
負
担
増
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
過
日
国
会
で
成
立
し

た
健
康
保
険
法
〝
改
正
〟
に
よ
り
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
薬
価
の
２５
％
が
保

険
外
と
な
る
。
保
険
料
負
担
軽
減
を

理
由
と
し
た
が
、
実
際
は
医
療
費
の

削
減
効
果
は
約
９
０
０
億
円
で
月
額

約
４８
円
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
制
度
は

「
一
部
保
険
外
療
養
」
と
し
て
創
設

さ
れ
た
が
、
局
長
答
弁
で
解
釈
上
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
そ
の
他
の
薬
剤
の
み
に

限
定
さ
れ
る
と
の
言
質
を
引
き
出
し

た
も
の
の
、
法
文
上
で
は
技
術
料
等

に
波
及
す
る
危
険
性
を
秘
め
て
い

る
。

　

今
年
８
月
か
ら
は
高
額
療
養
費
制

度
の
自
己
負
担
限
度
額
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
患
者
の
窓
口
負

担
を
増
や
し
、
受
診
抑
制
を
招
く
よ

う
な
見
直
し
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険

の
応
能
負
担
原
則
を
踏
み
に
じ
る
に

等
し
い
。
さ
ら
に
は
、
４
月
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
診
す
る「
場
所
」

の
提
供
を
業
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
受
診
施
設
が
誕
生
し
た
。
営
利
企

業
に
よ
る
設
置
・
運
営
が
可
能
で
あ

り
、
我
々
が
想
像
も
し
得
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
発
展
し
、
医
療
の
市

場
化
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

医
療
現
場
、
国
民
生
活
と
も
に
疲

弊
す
る
中
、
社
会
保
障
に
よ
る
所
得

再
分
配
機
能
の
強
化
が
現
状
を
打
開

す
る
解
決
策
と
な
る
。
我
々
医
療
者

が
、
医
療
保
険
制
度
の
所
得
再
分
配

機
能
な
ど
が
地
域
医
療
と
国
民
生
活

を
支
え
て
い
る
役
割
を
語
り
、
国
民

の
理
解
を
広
げ
て
い
く
活
動
が
今
こ

そ
重
要
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
で
は
戦
火
は
や
ま
ず
、

命
を
預
か
る
医
療
者
と
し
て
看
過
で

き
な
い
状
況
が
続
く
。
我
々
は
憲
法

の
理
念
に
則
り
、
平
和
の
実
現
を
希

求
す
る
と
と
も
に
、
国
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会

保
障
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

尽
力
す
る
。

　

第
７１
回
定
時
総
会
に
あ
た
り
、

我
々
は
次
の
項
目
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
。

記

一
、
保
険
医
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
期

中
改
定
を
含
め
、
初
・
再
診
料

な
ど
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ

等
と
、
複
雑
化
す
る
診
療
報
酬

の
簡
素
化
や
診
療
報
酬
の
不
合

理
是
正
を
実
現
す
る
こ
と

一
、
折
か
ら
の
低
診
療
報
酬
に
加
え
、

中
東
情
勢
の
緊
迫
に
よ
る
医
療

資
材
の
供
給
不
足
や
価
格
高
騰

の
実
態
を
踏
ま
え
、
経
営
が
逼

迫
す
る
医
療
機
関
へ
の
財
政
・

物
資
の
支
援
を
速
や
か
に
実
施

す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

一
、
保
険
給
付
の
対
象
範
囲
を
狭
め
、

患
者
負
担
を
拡
大
す
る
「
一
部

保
険
外
療
養
」
の
凍
結
を
求
め

る
こ
と

一
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
」
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
医
療
費
の
窓
口

負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と

一
、
健
康
保
険
証
の
新
規
・
継
続
発
行

の
復
活
、
も
し
く
は
す
べ
て
の
被

保
険
者
に
資
格
確
認
書
を
発
行
す

る
よ
う
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と

一
、
営
利
企
業
に
よ
る
医
療
へ
の
参
入

を
警
戒
し
、
医
療
の
非
営
利
原
則

や
安
全
性
を
守
る
こ
と

一
、
消
費
税
損
税
問
題
の
解
消
に
向
け
、

保
険
診
療
に
お
け
る「
ゼ
ロ
税
率
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

一
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
も
と
づ
き
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
築
く
活
動
を

推
進
す
る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

２
０
２
６
年
６
月
２１
日

　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

第
７１
回
定
時
総
会

第
３２
期
第
１８
回
理
事
会
　
６
月
１１
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

論
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
４
日
に
は
国
会
行
動

で
署
名
を
提
出
し
、
協
力
を

求
め
た
。
保
険
証
の
復
活
、

資
格
確
認
書
全
員
交
付
の
取

り
組
み
と
し
て
、
県
下
全
自

治
体
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
「
資
格
確
認
書

の
全
員
発
行
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
し
た
。

　

保
険
診
療
対
策
部
は
施
設

【
議
長
報
告
】

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
案
が
成
立
し
た
が
、
２
０

２
７
年
３
月
に
は
一
部
保
険

外
療
養
が
ま
ず
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
に
対
し
て
導
入
さ
れ

る
。
こ
の
先
に
予
測
さ
れ
る

保
険
外
し
や
保
険
外
サ
ー
ビ

ス
と
の
保
険
外
併
用
に
対

し
、
公
的
医
療
保
険
を
後
退

さ
せ
な
い
運
動
に
つ
い
て
議

基
準
届
出
に
関
す
る
リ
マ
イ

ン
ド
及
び
厚
労
省
か
ら
の
疑

義
解
釈
を
受
け
、
診
療
報
酬

改
定
ニ
ュ
ー
ス
を
医
科
会
員

に
送
付
し
た
こ
と
な
ど
、
情

報
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

医
療
政
策
研
究
室
か
ら
、

一
部
保
険
外
療
養
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
の
国
会

質
疑
の
読
み
方
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
た
。
「
健
康
保
険
法

関
連
法
案
の
成
立
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
『
一
部
保
険
外

療
養
』
の
凍
結
・
廃
止
を
求

め
る
」
理
事
会
声
明
の
内
容

が
協
議
さ
れ
た
。

（
議
長
・
山
本
○医
）

医療機関等向け
総合ポータルサ
イト（光ディスク）


